











氏名・(本籍) 足 立桂 郎
学位の種類 理 字 博 士
学位記番号 第 2 1 2 9 子~
学位授与の日付 昭和 45 年 10 月 23 日
学位授与の要件 理学研究科無機及び物理化学専攻
































のガラスと同様のふるまいを示す。シクロヘプタノールでは結晶 1 ， n 及び田のいずれもmotional
rmrrowing を示すことが明らかとなった。
第四章 2.3ジメチルブタンの比熱測定
示差熱解析及び比熱の測定により結晶 1 ， n ，固，ガラス性結晶相の存在を見い出し、これらの熱
的性質を明らかにした。ガラス性結晶品の残余エントロピーは 7 .4 J / lJ101 K となった。この値より














り小さいことが明らかとなった。結晶 I 、 E 及び皿は転移熱が小さいこと、 NMRの線巾が小さいこ
と、比熱が異常に大きいこと等からいずれも柔粘性結晶に属すると考えられる。ガラス性結晶状態の



















の比 (Tg/ Tt) が O. 5~ 0.7となり、この比は通常のガラスにおける (Tg / Tm) (Tm :融点)の比
O. 5~ 0.7に対応すること、 (Tg/T2 ) が1.15~1.20となりこの値が通常のガラスに比して小さい値
を共通にもっていることが明らかにされたc
以上の諸物質の中で2.3. ジメチルブタン及びシクロヘプタノールについては特にくわしい検討が行
われた。即ち、前者においてはエンタルビー緩和がくわしくしらべられ、 Adam及び、Gibbs が通常のガ
ラスに提安した緩和時間と configurational entropyの関係式を利用して定量的説明を行った。また、非
平衡な残余エントロピーをもっ相を 2 種観測すると共に非平衡→準安定→安定相の段階を明らかにし
た。またシクロヘプタノールについても多数の準安定相の存在を明らかにし、これらの相の分子運動
とガラス転移点および λ型相転移の関係を論じた。
以上を要するに足立君は極めて絶粋なこの種柔粘性結晶を合成し、その絶対純度を決定すると共に
物質の新しい集合状態として結晶の非平衡状態としてのガラス性結晶を世界に魁けて見出すと共に、
多数の物理化学的方法を利用してその性質をくわしく解析したものであり、参考論文と併せ理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認める。
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